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研
修
会
を
開
催
し
て
い
る
。
就
労

支
援
は
、
国
が
障
が
い
者
就
労
施

設
の
農
業
へ
の
取
り
組
み
状
況
の

紹
介
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

る
が
、
近
隣
の
状
況
を
見
な
が
ら

研
究
し
て
い
き
た
い
。
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保

健
師
な
ど
に
よ
り
妊
娠
や
子
育
て

の
不
安
、
孤
立
な
ど
に
対
応
し
、

児
童
虐
待
の
リ
ス
ク
低
減
に
努
め

て
い
き
た
い
。
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
よ
る
人
材
育
成
や
専
門
性
を

高
め
る
研
修
に
加
え
、
新
た
な
人

材
確
保
に
向
け
て
中
学
生
、
高
校

生
を
対
象
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
「
落
合
・
吉
岡
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

　

問　

わ
が
国
の
福
祉
の
あ
り
方

を
考
え
る
と
、
公
的
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
整
備
と
と
も
に
、
地

域
の
身
近
な
生
活
課
題
は
地
域
で

支
え
合
う
地
域
福
祉
社
会
の
構
築

が
必
要
で
あ
る
。
高
齢
者
福
祉
対

策
で
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
医
療
と
の
連
携
に
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。
農
業
と
福

公
明
党　
　
　

松
澤　

堅
二

祉
の
連
携
に
よ
り
、
障
が
い
者
の

就
労
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
事

例
も
あ
る
が
、
就
労
支
援
へ
の
考

え
は
ど
う
か
。
児
童
虐
待
へ
の
対

策
は
、
設
置
予
定
の
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
ど
う
取
り

組
む
の
か
。
地
域
福
祉
社
会
を
充

実
さ
せ
る
た
め
の
人
材
確
保
や
育

成
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

答　

医
療
職
と
介
護
職
の
さ
ら

な
る
連
携
強
化
を
図
る
た
め
、
医

療
介
護
連
携
推
進
会
議
や
専
門
職

地
域
福
祉
社
会
の
実
現
に
向
け

福
祉
施
策
に
ど
う
取
り
組
む
か

　

問　
　

歳
以
上
の
運
転
免
許
証

６５

保
有
者
は
、
高
齢
化
進
行
と
と
も

に
増
加
が
予
想
さ
れ
、
認
知
機
能

低
下
に
よ
る
、
運
転
操
作
誤
り
な

ど
が
原
因
の
重
大
事
故
も
年
々
増

加
し
て
い
る
。市
で
は
、平
成　

年
２３

度
か
ら
大
和
警
察
署
に
運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
し
た
高
齢
者
に
、

１
年
間
の
有
効
期
限
付
き
市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
無
料
乗
車
回
数
券

　

枚
を
交
付
す
る
支
援
事
業
を
県

５０内
で
唯
一
実
施
し
て
い
る
。
申
請

公
明
党　
　
　

三
谷　

小
鶴

手
続
き
は
、
免
許
証
返
納
時
に
交

付
さ
れ
る
取
消
通
知
書
を
交
付
日

か
ら
３
カ
月
以
内
に
市
へ
提
出
す

る
。
申
請
期
限
延
長
と
バ
ス
無
料

乗
車
券
を
無
期
限
に
で
き
な
い

か
。ま
た
、買
い
物
や
タ
ク
シ
ー
の

割
引
な
ど
支
援
拡
大
の
考
え
は
。

　

答　

市
で
は
、
大
和
警
察
署
な

ど
へ
免
許
証
返
納
時
に
制
度
の
周

知
を
依
頼
し
て
お
り
、
申
請
者
の

多
く
は
返
納
当
日
ま
た
は
数
日
以

内
に
手
続
き
さ
れ
る
た
め
、
申
請

期
限
は
引
き
続
き
３
カ
月
以
内
と

し
、
申
請
忘
れ
が
無
い
よ
う
広
報

紙
な
ど
で
周
知
を
図
っ
て
い
き
た

い
。
バ
ス
無
料
乗
車
券
の
有
効
期

限
は
、
１
年
間
で
月
に
２
往
復
４

枚
程
度
を
想
定
し
て
お
り
、
バ
ス

の
利
用
促
進
と
い
う
考
え
も
あ
る

た
め
、現
在
見
直
す
予
定
は
無
い
。

ま
た
、
こ
の
支
援
は
県
内
で
唯
一

本
市
が
行
っ
て
い
る
事
業
で
あ

り
、
事
故
の
加
害
者
と
な
る
危
険

性
な
ど
を
周
知
し
、
自
主
返
納
へ

の
理
解
を
深
め
な
が
ら
効
果
的
な

事
例
の
情
報
を
収
集
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
認
知
症
に
関
す
る
諸

施
策
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

高齢者の運転免

許証を自主返納

する支援事業の改善を

　

問　

（
仮
称
）
綾
瀬
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
に
よ

り
、
自
動
車
交
通
の
利
便
性
が
格

段
に
向
上
す
る
こ
と
か
ら
、
多
く

の
方
に
綾
瀬
を
訪
れ
て
も
ら
い
、

魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、

観
光
資
源
の
開
発
が
必
要
と
考
え

る
。
神
崎
遺
跡
が
本
市
で
初
の
国

指
定
史
跡
と
な
り
、
平
成　

年
５

２８

月
１
日
に
資
料
館
が
開
館
し
た
。

こ
の
資
料
館
を
活
用
し
、
神
崎
遺

跡
と
蟹
ヶ
谷
公
園
を
結
び
、
ウ
ォ

あ
や
せ
未
来
会
議　

増
田
淳
一
郎

ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
す
る
ツ
ア
ー

な
ど
を
企
画
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
在
日
米
海
軍
や
海
上
自
衛
隊

に
協
力
を
求
め
、
厚
木
基
地
内
の

桜
が
咲
く
こ
ろ
に
、
期
間
限
定
で

バ
ス
に
よ
る
基
地
内
の
見
学
会
な

ど
を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

答　

平
成　

年
度
に
初
め
て
旅

２８

行
会
社
に
委
託
し
、
神
崎
遺
跡
資

料
館
を
は
じ
め
、
市
内
の
商
店
や

飲
食
店
、
農
園
を
活
用
し
た
市
内

巡
り
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
。

今
後
も
神
崎
遺
跡
資
料
館
を
含

め
、
市
内
既
存
の
観
光
資
源
を
活

用
し
た
観
光
事
業
の
展
開
や
、
神

崎
遺
跡
や
蟹
ヶ
谷
公
園
、
市
内
の

公
園
な
ど
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
本

市
の
特
色
あ
る
観
光
資
源
を
活
用

し
、
付
加
価
値
を
持
た
せ
る
ツ
ア

ー
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、

厚
木
基
地
は
、
観
光
振
興
計
画

「
素
敵
な
あ
や
せ
観
光
ま
ち
づ
く

り
プ
ラ
ン
」
で
観
光
資
源
と
い
う

視
点
で
捉
え
て
お
り
、今
後
、基
地

と
連
携
し
、
基
地
を
活
用
し
た
ツ

ア
ー
の
実
施
も
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
特
産
品
（
土
産
と
な
る

品
）
づ
く
り
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

インター開通に

伴い魅力ある

観光資源の開発を

二
見　
　

昇

中
、
爆
音
の
な
い
静
か
な
環
境
を

取
り
戻
す
た
め
、
平
成　

年
度
に

２９

予
定
さ
れ
て
い
る
空
母
艦
載
機
の

岩
国
基
地
へ
の
移
駐
は
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
進 　
  �
状
況
は
。

ち
ょ
く

ま
た
、
庁
舎
東
側
の
基
地
問
題
に

関
す
る
市
民
宣
伝
用
の
横
断
幕
を

引
き
続
き
掲
揚
し
な
い
か
。

　

答　

原
告
団
の
活
動
に
よ
り
、

騒
音
の
違
法
性
を
司
法
が
認
め
た

こ
と
や
、議
会
、市
基
地
対
策
協
議

会
な
ど
と
騒
音
解
消
を
訴
え
続
け

第
４
次
厚
木
爆
音
訴
訟
判
決
後

の
騒
音
に
対
す
る
市
の
対
策
は

た
活
動
が
、
空
母
艦
載
機
部
隊
の

移
駐
を
日
米
で
合
意
す
る
に
至
っ

た
要
因
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

国
の
説
明
で
は
、
平
成　

年
ご
ろ

２９

の
岩
国
基
地
へ
の
移
駐
に
向
け
、

施
設
整
備
は
順
調
に
進 　
  �
し
て
い

ち
ょ
く

る
と
の
こ
と
だ
が
、
詳
細
な
日
程

は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
引
き
続
き
確
実
な
実
施
を
求

め
て
い
く
。ま
た
、横
断
幕
は
市
民

の
基
地
問
題
へ
の
関
心
を
高
め
る

成
果
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
引

き
続
き
掲
揚
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
「
落
合
北
の
矢
板
の
堰

の
撤
去
と
遊
水
池
の
設
置
時
期
に

つ
い
て
」
「
長
坂
橋
南
側
の
比
留

川
左
岸
（
市
道
１
３
８
０
号
線
）

舗
装
整
備
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

　

問　

第
４
次
厚
木
爆
音
訴
訟
の

最
高
裁
判
所
判
決
は
、
高
等
裁
判

所
判
決
で
示
し
た
自
衛
隊
機
の
夜

間
飛
行
差
し
止
め
と
、
将
来
分
の

損
害
賠
償
を
棄
却
し
た
。
さ
ら
に

訴
訟
団
の
米
軍
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
飛

行
差
し
止
め
請
求
の
上
告
を
受
理

し
な
か
っ
た
こ
と
で
、
今
後
も
変

わ
る
こ
と
な
く
、
爆
音
は
続
く
と

考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

１月８日、「市消防出初式」による壮観なる一斉放水！＜オーエンス文化会館駐車場にて＞

「綾瀬イルミネーション」が昨年１２月３日から１月１４日まで開催
されました

市の花  「ばら」


